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1　http://www.city.nagakute.lg.jp/tatsuse/daigakurenkei/vision4u.html、2018 年 12 月 31 日閲覧。














２．DoNabenet in あいちの活動 2
2-1. 活動の概要
　DoNabenet in あいちの主な活動内容は、長久手市での食
事会の企画運営である。団体名 DoNabenet in あいちの由来
は、「Do Nabe（鍋を囲んで）net（つながりをつくる）」であり、





長久手市では、2009 年策定の「第 5 次長久手市総合計画」に「大学をまちづくりに生かす」ことが明記され、
2018 年 3 月に「長久手市大学連携推進ビジョン４U」が策定されている。大学生主体の地域活動を、大学生
の主体性を損なうことなく、どのような形で地域貢献に結びつけ、大学教育の改善に繋げていくことができる




† DoNabenet in あいち元代表、愛知県立大学教育福祉学部卒業生
††愛知県立大学教育福祉学部卒業生














対象で多世代交流（3 か月に 1 回、土曜日の昼）
② 「土鍋のつどい」：対象者を大人に限定し、ゆっくりと落







う風景を見ることもある。11 時から受付にて大人 500 円、
小学生以下無料で参加費を頂き、11 時 20 分になるとアイ
スブレイクとして学生メンバーが用意したゲームを行い、







う。詳細を知るために DoNabenet in あいちを創設した、初
代代表である O 氏にインタビュー調査を行った（2017 年 8
月 15 日）。
3　法人設立趣旨書 http://www.iwateginga.net/about/、2018 年 12 月 31 日閲覧。
4　 岩手における「DoNabeNet」の活動については下記の通りである（http://soup1993.net/321/）。「岩手県立大学ボランティアセンターの学生































　この活動に共感した O 氏は、DoNabenet の食事会の初回




2012.9.5 ～ 9.10 岩手県立大学　GINGA-NET　に参加
　岩手県陸前高田・住田町で被災地ボランティア DoNabenet の存在を知る
2012.12.22 DoNabenet　第 0 回（リニ祭メンバーとして）　＠愛知県立大学和室
　学生、協力者とリニ祭に向け予行練習
2012.2.17 DoNabenet　第 1 回（リニ祭メンバーとして）　＠モリコロパーク
　第一回リニモ沿線合同大学祭 LOCAL ブースの 1 つ
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協力 ： NPO 楽歩、
なでラボ











































10 時 30 分から








































































































































































ポ ス テ ィ ン グ 枚 数 を 約
500 枚→ 2000 枚に



































Journal of Cultural Symbiosis Research No.13Mar. 2019
大学生主体の地域活動の展開（上）DoNabenet in あいちの取り組みから
北ボランティアで関わった GINGA ‐ NET のメンバーも参加
してくれた。しかし、リニ祭は年に一度のイベントであり、
このままでは地域住民同士の繋がりを作ることに限界があ
ると O 氏は感じた。そのため、DoNabenet の活動に共感し
たメンバーとともに独立し、DoNabenet in あいちという新
たな学生団体を発足させたのである（表１）。　　　

















わたって行われており、O 氏をはじめ、DoNabenet in あい
ちの学生メンバーが参加することになった。その話し合い
では、地域住民らと共に西小校区地域共生ステーションで
したいことについて検討した。その際 O 氏らは DoNabenet
の食事会を開催したいと提言したところ、前向きに検討し
てくれるとの話に至った 5)。第 1 回目の食事会は 2014 年
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明らかにするために、ミーティング記録を基に表にまとめ
ている（表２）。表からも分かるように、2014 年 5 月に第
























試している。第 1 回の土鍋のつどいは 2015 年 12 月 12 日
に行い、その後も年に 2 ～ 3 回の頻度で行っている。
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始め、「DoNabenet にっぷく」 が立ち上がった。そのスター

















































①未就学児（2 人）と小学生（1 人）計 3 人の子どもと参加
②第 5 回お食事会（2015 年 3 月 14 日）から参加









②第 5 回土鍋のつどいに初めて参加（2017 年 6 月 24 日）
③交通手段：車（開催場所まで 30 分以上）
④最初に参加した方法：メンバー（卒業生）と知り合いだった














がった。1 人 1 人に明確な役割がある分、組織としての自
分の立場を把握し、動き方を学んでいる人がいるのだろう。
3.2 参加者の声





　参加状況（表７）は様々で、30 代 40 代の主婦の方は子
どもと一緒に参加し、60 代の男性は 1 人で参加し、知り
合いと 2 人で参加する人もいた。長久手市外から参加して
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　最後に、今後の課題を把握するために、2017 年 8 月から
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われていくことも忘れてはいけないだろう。










































































































































ワーキンググループ受託研究、および JSPS 科研 16K04084
（研究代表：松宮朝）による研究成果の一部である。
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